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対象は 207 年 4 月から 201 年 7 月までに当院高度救命救急センターに搬送された
重症頭部外傷患者 (Glasgow Coma Scale 亘8) で受傷後 1 ヶ月以内に MRI が撮像された
21 症例である。通常の MRI 撮像に加えて、磁化率強調画像での撮像を行い、白質内の
低信号病変として描出される微小出血の程度を以下のように分類した。 Grade1 :小さい点
状出血、 Grade2: 数珠状出血、 Grade3 :収束状出血、 Grade4: 挫傷性出血とし、テント上の
微小出血の程度と、意識障害の遷延期間および臨床的転帰 (Glasgow Outcome Scale: 
GOS) との関係に関して後向きに評価した。また、 Grade3 を認める葉の ADC 像を評価した。
磁化率強調画像で、描出される微小出血は Grade2: 症例， Grade3: 10 症例， Grade4:9 
症例であった。出血の Grade と予後に関しては、 Grade4 の出血の存在は有意に臨床的転
帰が悪くなった (p<O.l) が、意識障害の遷延期間に関しては有意差を認めなかった。
Grade3 の分布範囲と臨床的転帰に関しては、 Grade3 の出血が 3 つ以上の症例で、有意に
予後不良となった (p<O.l) 。また、意識障害の遷延期間に関しても Grade3 が 3 つ以上
で 1 ヶ月以上となる症例が有意に多い結果となった (p< 0. 1) 0 Grade3 の出血が存在する
45 葉中 27 葉で ADC が高信号を呈しでいた。
磁化率強調画像は微小出血を検出することが出来、テント上の挫傷性出血や多発する
収束状出血の存在は臨床的転帰や意識障害の遷延期間の予測に有用であると考えられ
た。また、収東状出血を伴った葉で ADC の低下を認めたのは、浮腫性変化を伴っていな
い収束状出血を示し、髄質静脈の欝血が生じたということを示しているかもしれない。
